
 

1 

 

令和 5年度「人権教育研究指定校事業」事業実施報告書 

委託先（ 長野県 ） 

１．調査研究のテーマ、概要 

調査研究のテーマ 
自分も友だちも大切にする児童の育成 

～見つめよう自分を、つながり合おう友だちと～ 

○調査研究のテーマを設定した目的 

本校は、各学年 10名前後の小規模校である。幼少期から共に過ごしていることから、

日常的に学年を越えた自然なかかわりが多く見られる。そのよさをいっそう伸ばそうと

計画的に位置付けている縦割り班活動でも、上級生の下級生への思いやりのある行為や

上級生を慕う下級生の姿がたくさん見られている。また、日々の授業では「学び合い」

の学習に力を入れ、互いに教え合ったり意見を交流したりする姿がある。さらに、年２

回設けている「なかよし旬間」では、学級内だけでなく学年を越えて交流する中で、互

いのよいところを伝え合う機会を設けている。また、同和問題については、学年に応じ

た豊富な資料を活用したりすることで、継続的に学んでいるため、子どもたちが差別に

ついて真剣に考える姿が見られている。 

しかしその一方で、限られた人数での生活で、人間関係が固定化されがちなところが

あり、自分に自信を持てず周りに合わせようとしたり、相手を固定的なイメージで見て

厳しい言葉をかけてしまったりと、互いを尊重し共によりよく行動しようとする態度に

課題を感じている。 

そこで、日頃の授業や生活の中で幅広い人権課題に触れ、それらと向き合うことを通

し、自己を見つめ、自分のよさに気付き高めようとしたり、友だちの気持ちを考え自分

の行為を見直したりし、自分も友だちも大切にする態度をさらに高めてほしい、また、

共につながり合い支え合うよさをいっそう感じてほしいと願い、本テーマを設定した。 

○調査研究の概要 

これまで大事に受け継がれてきている地域教材や地域の方からのお話をもとにした同

和問題の学習のあり方を見直すとともに、「いじめ」をなくす学習（インターネットによ

るものを含む）、障害のある方との交流を通して、自己を見つめ、相手の気持ちを考え、

共によりよく生活するために自分ができることは何かを考え合える実践につなげる。そ

の際、職員研修を行うとともに、家庭・地域との連携についても工夫を図っていく。 
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２．基本情報 

研究指定校の概要 

○学校名 

中野市立日野小学校 

○これまでの研究指定等の状況 

なし 

○学級数 

８学級（うち特別支援学級 ２学級） 

○児童生徒数（R.6.2.1） 

全児童数：65名 

○URL 

https://www.city.nakano.nagano.jp/docs/2022080100065/ 

○指定理由 

 令和２年度、長野県教育委員会が県内の小・中・高等学校等を対象にして行った「学

校人権教育実施状況調査」では、「同和教育の実践に対して不安を感じている 30歳未満

の教員がいる」と答えた学校が８割に上った。そして、「部落差別についての知識が少な

い」「同和教育を扱った授業経験がない」と答える 30 歳未満の教員が過半数を超えるな

ど、若い教員を中心に、同和問題への取組に大きな課題があることが明らかになった。

よって、県教育委員会としては、そのような若い教員に向け、各学校でどのような支援

を行っているかの具体例を、研修や広報誌等で積極的に紹介し、令和５年度は「同和問

題ミニ講座」をオンライン講座として開設し、同和問題について正しい知識をもつとと

もに、実践事例について紹介したり、教員同士が情報交換をしたりする場を設けていく

ことを考えているところである。 

 今回指定した日野小学校がある中野市は、「同和問題」について小中学校が連携したカ

リキュラムを擁し、貴重な実践の積み上げを有している地域である。また、人権教育副

読本として長野県内で主に活用されている「あけぼの」（長野県同和教育推進協議会出版）

や、人権広報誌等で扱われている「草つき穴」をはじめとした、豊富な地域教材を有し

ており、部落解放連盟の方々など地域で「同和問題」に立ち向かっている方々とのつな

がりも強い。 

 よって、本年度日野小学校を指定することで、同和問題を中心とした人権課題への取

組を通し、差別を許さない意識を高めていくとともに、豊かに力強く生きた被差別部落

の人々の姿にも触れていくことを期待している。また、多様な生き方や考え方に触れる

ことにより、自分も友だちも大事にできる児童への変容を追うことで、様々な人権課題
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についての指導方法を見出していくことができると考える。 

 そして、このような「同和問題」への取組を中心とした日野小学校の実践は、若い教

員だけでなく、人権教育に取り組む多くの教員にとって、指導方法等の改善・充実に寄

与することが期待でき、この成果を県内の学校に発信することで取組の広がりも期待で

きる。 

 

○取り組んだ人権課題について 

該当するものに○印、最も主要な人権課題１つに◎印を付与  

 

①子供 〇 

②女性  

③高齢者  

④障害者 〇 

⑤同和問題 ◎ 

⑥アイヌの人々  

⑦外国人  

➇-１HIV 感染者等  

➇-２ハンセン病患者等  

⑨刑を終えて出所した人  

⑩犯罪被害者等  

⑪インターネットによる人権侵害 〇 

⑫北朝鮮当局による拉致問題等  

⑬性的指向、性自認  

⑭その他（    ）  
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3．調査研究の内容等 

○調査研究の内容 

「『学び合い』の中で、地域教材、地域人材に出あったり、多様な考え方や生き方に触

れたりすることを重ねていったりすることにより、自己を見つめ、他者の考えも尊重で

きる児童の育成につながっていくのではないか」という仮説に基づき、以下の実践を行

っていく。 

①人権課題「子供」について 

○各学年、年間指導計画に基づき、次の力を育む 

・自分や他者の生命や人権を尊重し、互いのよさに気付き、認め合う。 

・いじめに関する資料等から、いじめられる側の苦しさに思いを寄せ、傍観者でいて

はいけないことを確認し、いじめは許さないという強い気持ちをもつ。 

・いじめなどの身近な差別や偏見に気付き、解決しようと自分にできることを考え取

り組む。 

○「学び合い」の学習、学年を越えた異学年交流活動（縦割り班活動、連学年・姉妹学

級交流、児童会活動等）を位置づける。 

・自分の考えや思いを他者へ伝えること、他者の考えを受け止めること、相互理解を

深めること、互いに納得のいく考えを生み出すことなどに意識して取り組む。 

・そのような過程の中で、コミュニケーション力や人間関係調整力を培っていく。 

②人権課題「障害者」について 

○障害のある方のお話やパラスポーツ体験、福祉体験等を通して、障害のある方の立場

に立って考える態度を養う。 

・目に見える障害、目に見えない障害など様々な障害があること知り、それぞれの立

場から見えること、感じることを知る。 

・多様性を受け入れ合い、共に生きていこうとする意欲を高める。 

③人権課題「同和問題」について 

○地域教材、地域人材に学ぶ機会を多く設ける 

・地域素材・地域教材である「草つき穴」について、地域の方のお話をお聞きするだ

けでなく、主体的に学ぶ機会を設ける。 

・同和問題に見識の高い地域の方からのお話を聞く機会により、同和問題について正

しく知るとともに、地域の方の思いを知り、差別や偏見をなくしていこうとする意欲

を高める。 

・これまで大事に受け継がれてきた資料、人権かるたを積極的に活用していくととも

に、活用方法について見直し、検討する。 

○職員同士の学びを促進する 

・授業を行うにあたり職員研修を実施し、職員同士の学びを促進する。 
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・中学校区内の学校と指導計画や実践の様子について共有したり実際に授業参観をし

たりし、同和学習のあり方について研修を深める。 

④人権課題「インターネットによる人権侵害」について 

○SNS の利用について考える機会を設ける 

・授業を通し、SNS には危険性も潜んでおり、安易な使い方をすると他者に悲しい思い

をさせてしまったり自分が悲しい思いをしたりする危険があることを考える。 

・保護者も交えた講演会にて、利用の仕方についての啓発を行う。 

⑤上記の①～④について、以下の点を行いながら取り組む。 

○一人一台端末の積極的な活用を行う。 

・授業において互いの考えや思いの共有・交流を図るため、また記録の積み上げのた

めに、一人一台端末を活用し、一人一人の学びを尊重した個に応じた支援を促進して

く。 

○家庭・地域への積極的な発信を行う。 

・授業参観、学年保護者懇談会、講演会、PTA 活動、学校だより・学年だよりなどを通

して、家庭にも学習内容を伝え、連携して取り組む。また、地域へも知らせていく。 

⑥県教育委員会の市教育委員会・指定校への関わり 

○県教育委員会は事業全般等について指導、助言を行う。 

○他団体との連携を図り、講師や協力者等の紹介を行う。 

○人権教育研修会や教育委員会ホームページ等をとおし、研究実践について県下に紹介

する。 

○実施方法 

①校内で人権教育プロジェクトチームを立ち上げ，人権教育の観点から目指す児童像を

検討し、人権教育全体計画、年間指導計画の見直しを学年等で行うとともに、職員研修、

授業研究会を年間行事計画に位置付ける。 

②児童会活動や縦割り班活動の内容を人権教育の視点からも再検討し、充実を図る。 

③地域とのつながりから、コミュニティスクール運営委員会に本事業について説明し、

さらなる協力依頼する。特に、児童が地域で活躍できる場についてアドバイスをいただ

く。 

④県教育委員会が実施している「人権教育講師派遣事業」を活用し、人権課題について

自分事として考える場面を充実させる。 

⑤「同和問題」「インターネットにかかわる問題」「障害者」については、外部講師を招

いて職員研修を行い、アドバイスをもらいながら、児童の発達段階や実態に合わせた教

材の研究を進める。 

⑥講演会、授業参観などは近隣の学校に参加を呼び掛けたり、解放同盟等の関係団体に

も参観を呼び掛けたりしていく。 



 

6 

 

4．検証・評価・改善・普及 

①日々の授業での振り返りや、体験学習等での振り返りの記述の積み上げから、児童の

変容を分析する。また、授業者や体験学習等で関わりのあった方からの意見を取り入れ、

次への改善点を見つけ出す。 

⇒日々の授業を振り返る中で、発達段階に合わせ視覚的に事象をとらえられるように

教材を準備したり、一人一人が意見を言いやすいよう少人数グループでの話し合いを

取り入れたりした。また、地域教材を扱う前に職員自らが研修する機会を設け、教材

に対する共通理解を図った。 

②児童、保護者の方からの学校評価アンケートの結果から、児童の変容を分析する。ま

た、コミュニティスクール運営委員会にてアンケートの結果について検討し、成果と課

題を明らかにし、成果と課題をまとめ、今後の学習の方向性について検討、共有する。 

⇒学校評価アンケートの結果を分析し、職員全体で共有した。また、コミュニティス

クール運営委員会で報告したり、保護者への公表を行ったりした。アンケートでは、

学校が楽しいと回答する児童が 9割を占め、高い割合を示していた。 

③全国学力・学習状況調査の生徒質問紙の結果から、児童の変容を分析し、目指す児童

の姿の見直しに生かす。 

⇒児童の変容について分析し、成果と課題を共有して、支援や目指す児童の見直しに

生かしてきた。 

④Ｑ－Ｕ等の調査結果を分析し、児童一人一人への指導、学級集団全体指導へ生かす。 

⇒担任による分析と各学級の傾向を職員で共有し、来年度への改善点を明らかにして

いく。大きな変化のある児童についてその背景にあるものを丁寧に分析し児童理解を

深めた。 

⑤人権教育授業公開での授業指導者、参加者からの意見をまとめ、授業考察に生かす。 

⇒参加者からの感想や意見をもとに、各学級の人権教育への課題を明確にしながら授

業の考察に生かしてきた。 

⑥学校の実践は、学校だより等で積極的に外部へ発信していく。 

⇒実践について学校だよりで発信するとともに、中学校ブロックの人権教育小委員会

で報告し、各学校で情報共有するようお願いした。 

⑦県教育委員会からの指導、助言を活かし、次年度に生かす。 

⇒今後も地域教材を大切にし、活用していくようにご指導をいただいた。今年度の成

果と課題をもとに、次年度の計画を作成していく。 
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５．人権教育に係る年間指導計画 
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６．推進体制（都道府県・指定都市教育委員会を含む 

 

 

地区協議会 


